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めている。第 1 節では，フマル酸エステノレ基を分子内に 2 個含む新しい多官能性モノマーであるエチレ
ングリコールビス(メチルフマレート) (EGBMF) を合成している。第 2 節では，合成した新規多
官能性モノマーである EGBMF のラジカル単独重合を検討し，通常のし 2-付加重合のほかに分子
内環化重合および橋かけ反応が進行することを明らかにし，重合速度特性，環化定数およびゲル化点に
ついて知見を得ている。第 3 節では， E G BMF と N ーピニノレカノレパゾ-)レ (VC Z) とのラジカル共
重合反応を検討し， 1 , 2 一付加共重合のほかに環化共重合および橋かけ反応が進行することを明らか
にしている。生成する共重合体は， vcz と EGBMFにおけるフマレート基が交互になった構造を有




まとめている。第 1 節および第 2 節では，新しいアミノ基含有多官能性モノマーであるN ーメチノレ-N ，
N ージエタノールアミンジメタクリレートの合成を含め，アミノ基含有モノマ一一 vcz 系の新しい光

















(1) 新しい多官能性モノマーとして，フマノレ酸エステノレ基を分子内に 2 個含むエチレングリコーノレピス
(メチルフマレート) (E GB MF) およびアミノ基を含むN- メチル-N ， N ージエタノーノレアミ
ンジメタクリレート (MDEA DM) の合成に成功している。








(4) EGBMF-V C Z 共重合体が耐ドライエッチング性を有するネガ型レジスト材料として機能する
ことおよび検討した新しい光ラジカル重合系が塗料の UV硬化の目的に用いられることを示している。
以上述べたように，本研究は高分子化学の発展に寄与し，学術的にも工業的にも貢献するところ大で
ある。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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